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            これからの進路関係予定 

 ２学期が始まりました。この先の進路関係の日程がどのように進んでいくか、確認していきまし

ょう。自分の進みたい方向や考えなどじっくり検討し、保護者の方や担任の先生と随時よく相談し

ていきましょう。 

 

＜2 学期＞  

9/2（水）前期のテスト…前期の評定に関わります。提出物などもよく確認しておきましょう。 

  10 (木) 学力テスト総合Ａ…現在の実力を試します。 

11（金） 第 3 回進路希望調査用紙配布 18（金）提出〆切 

10/7（水）学力テスト総合Ｂ…前回より点数アップを目指しましょう。 

   8（木）前期通知表配付…3 年前期時点でのランクが計算できます。志望校の基準や合格の目

安に届いているか確認しましょう。 

       第 4 回進路希望調査用紙配布 16（金）提出〆切   

29（木）保護者向け進路説明会…具体的な受験のしくみや出願手続きなどについて説明します。 

11/5（木） 第 5 回進路希望調査用紙配布(最終) 13（金）提出〆切 

    11 (水)  学力テスト総合Ｃ…ABC の結果を期末懇談で参考にします。テスト後も学習は継続

していきましょう。 

  12（木）～24（火）教育相談（進路二者懇談）担任の先生と面談します。面談後、内容を記入

した記入した結果連絡票を渡しますので、保護者の方に署名をもらって担任の先生に

提出してください。  

13（金）5 校時進路用写真撮影。今年は学校で撮影したデータを各家庭でダウンロードする形

式になります。早い時期の出願の生徒や欠席した場合は別日に直接写真業者（札幌映像

社）のスタジオで撮影可能です。 

 12/7（月）出願手続依頼書用紙配布 〆切は各自の学期末懇談会翌日です。 

   9（水）～16（水）学期末懇談会…希望進路先（出願先）を決定します。 

 ＊12 月中に公立ウェブ出願の説明をします。 

 ＊私立単願など、2 学期中に出願の準備が必要な場合もあります。入試日は一般入試より早い日

程で高校により異なります。面接が必要な生徒に面接練習を行います。 

＜3 学期＞ 

 1/15（金）始業式 後期のテスト① 

   公立願書提出、私立要項配付 

  18（月）後期のテスト②                       →裏に続く 



1 月下旬  私立願書提出（ウェブ出願で完結し、中学校に願書提出不要な高校もあります）                                        

2/16（火）17（水）私立Ａ日程入試日 

  19（金）20（土）私立Ｂ日程入試日                   

3/3（水）4（木）公立受検日 

 15（月）卒業式 

 16（火）公立合格発表 入学意思確認書提出 

 

 公立高校入試について 

 

 公立高校は北海道立と札幌市立の 2 種類があり、どちらか 1 校を受けることができます。受検の

種類は一般と推薦があります。 

一般受検は、当日の学力検査と調査書の内容で合否を判定します。定員の 70％は当日の学力点と

調査書の評定（学習点・いわゆるランク）の割合が 1：1 で決まります。残りの 15％は学力点重視、

もう 15％は評定重視となりますが、その重視する割合は学校裁量で異なっています（6/23 発行の

進路だより第 8 号と一緒に資料を配布しています。北海道教育委員会や札幌市教育委員会のホーム

ページでも見ることができます）。 

公立の推薦はすべて自己推薦（自分で自分を推薦する、学校長推薦ではありません）となります。

各高校で推薦入学者選抜における「入学者の受入れに関する方針等」を公表しています。自己推薦

を考えている人は良く読んで自分が求められている生徒像であるか十分に検討してください。今回

一部抜粋して資料を配布しますが、こちらも教育委員会のホームページで見ることができます。推

薦入試日は一般入試より早く行われ、2/9（火）の予定です。内定となった場合は入学確約書を提出

します。内定とならなかった場合は一般受検が可能で、再出願することができます。自己推薦を考

える人は推薦受検と一般受検の両方の準備を並行して進めていくことになります。 

 

 私立高校入試について 

 道内全日制私立高校は主にＡ日程Ｂ日程と、入試日をずらして行われますので複数校受けること

ができます。一般受験の他、推薦（学校長推薦、自己推薦）、単願（1 校のみ受験）、専願（併願する

が合格したら必ず入学する、第 1 志望）、など種類、出願期間、入試日が各高校によって異なります。

また科やコースも複数あるところがあります。パンフレットやホームページ、説明会などで自分が

受けようと思っている高校についてはよく理解しておきましょう。今年度から授業料に相当する就

学支援金が支給されているので、従来より経済的な家庭の負担はかからなくなりました。ただし、

入学金やその他の費用はかかるので説明会などでよく確認しておきましょう。高校独自の特待や奨

学金の制度を設けているところもあります。 

＊広域通信制高校などで、早い時期の出願を考えている人は個別に対応しますので、担任の先生に

早めに申し出てください。出願手続き依頼書を渡しますので、その提出後に出願の手続きを中学校

で進めていきます（調査書作成など）。 


